


7

6

5

4

3

2

1

0
300250200150100500

室温
液体窒素温度

電
気
抵
抗
の
差

銅の電気抵抗の温度依存性
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・理科教材
・誘導起電力により生じる力は動きを制動する方向に働く。
　→　ショックアブソーバの様な物に使用可能。
・電気抵抗の違いにより磁石に加わる力の大きさが変化。
　→　磁石を用いた金属棒、パイプの検査など。

・本教材を低価格で作成・販売できる企業。
・本技術の工業への応用があればできるだけ協力したい。

利点１：磁石が外にあるため、ゆっくり落ちる様子を
　　　　見ることが可能。（多数の人が同時に確認可能）

利点２：様々な金属棒やプラスチックを連結することが
　　　　容易であるため、電気抵抗による磁石の落下速
　　　　度の違いを観測することができる。

利点３：磁石を動かすことにより反発力を体感するこ
　　　　とができる。

今回の方法は金属パイプを用いた方法よりも効果的な
教育を行うことができる。

電気抵抗率　  ：  アクリル  >>  アルミニウム  >  銅
最終落下速度  ：  アクリル  >>  アルミニウム  >  銅
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通常、金属の電気抵抗は
温度下降に伴い減少する。

→　金属棒の温度が違え
ば、磁石の落下速度は異
なる。

→　落下速度の変化を通
して温度と電気抵抗の関
係について考察すること
ができる。

企業への期待想定される用途
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新規に考案した方法とその利点

何とかして磁石の動きが見たい。
→　円筒型の磁石と金属棒を用いた実験器具を作成。

電気抵抗と落下速度 電気抵抗と温度の関係
電気抵抗の違いによる
落下速度の時間変化

落下速度の最大値と
電気抵抗の関係

金属の電気抵抗の違いにより、落下速度は異なる。
→　電気抵抗の違いを落下速度から知ることができる。

力を体感
磁石を落下させるだけではなく、実験者自身が
磁石を動かすことにより反発力を体感することができる。


